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――県立保健福祉短期大学の４年制化
も決定し、三原市が21世紀に向けて
保健福祉都市として益々発展すること
を望んでいる。昨年はサン・シープラ
ザも完成し、ハード面は整ってきたと
言える。これからは、保健、医療、福
祉に携わる人の有機的なネットワーク
づくり等ソフト面の整備も必要ではな
いか？

市 長
サン・シープラザが昨年11月にオ

ープンしましたが、その利用方法につ
いてはまだまだ可能性があると思う。
インターネット、最新映像施設など素
晴らしい設備が整っている。公共施設
で、年末年始を除いて年中無休という
のは全国的に見ても珍しく、市民の皆
さまから様々な利用法をぜひ提案して
頂きたい。

――（社）三原青年会議所では、３年前
から各種市民団体の方々と「リサイク
ルで未来クル懇談会」を開き、リサイ
クル型社会の構築をめざして共に活動
してきた。容器包装リサイクル法、産
廃問題、ISO14001等環境問題が新聞
紙上に出ない日はなく、リサイクルに
対する市民の関心も高まっている。三
原市においても、不燃ゴミの分別排出、
分別収集の早期実現が必要だと考える
が、ゴミ行政の今後の取り組みについ
て聞きたい。

市 長
法律が出来ても、リサイクルの輪が

回っていないのが現状だ。コスト面が
一番の問題で例えば、古紙はリサイク
ルによる集まりすぎから相場が暴落し
てしまい、段ボール紙は可燃ゴミで処
理されている。また不燃ゴミの７割は
リサイクルの方へ回していたが、可燃
ゴミの一部有料化以来、不燃ゴミへの
残飯の混入があり、リサイクルの効率
が悪くなっている。そこで、月２回の
資源ゴミの日を設け、不燃ゴミの分別
収集をしてゆきたい。１年間の啓発期
間の後、平成11年度から実施する予
定である。市民の皆さんに手間をかけ
て頂くのだから、その手間が無駄にな
らないようにしてゆきたい。

――保健、医療、福祉に携わる人のネ
ットワークづくりを目指して、懇談会
を開催する予定だ。そこで意見が集ま
れば、行政の方と話合いの場を持ちた
いと思うので協力して欲しい。

市 長
市民と行政とが直接交流することは

とても有意義なことである。

世はまさに1000年単位の世紀末。
この先行き不透明な時代だからこそ、
夢を語り、未来を考え、そして自ら
創造してゆくことが大切です。そこ
でやっさもっさでは、目先にとらわ
れることなく、鳥的視野で時代を分
析し、21世紀を思い描いてみたいと
思います。「シリーズ･バードアイ
‘未来への鳥瞰図’」と題しまして三
原の行き先を様々な角度から探って
まいります。

求む!
サン・シープラザ
活用法

平成11年度より
実施
資源ゴミの日

カレーライス会

BIRD EYE

Ⅰ

――昨年暮れの議会において、議員定
数削減が可決された。今後行財政改革
をさらに進めるために、議員数と職員
数を大幅に削減でき、行政の簡素化、
効率化が図れる広域合併が必要ではな
いか。
また広島と福山という大きな圏域の

まん中に位置する三原が21世紀に向
けて生き残ってゆくには、空港を核と
した新しい圏域づくりが重要となって
くるだろう。そのためには、空港を中
心としたフライトロードや三原・瀬戸
田架橋の早期実現が必要ではないか。

市 長
広域行政において三原は先進地で、

消防や電算化も広域で一緒に行ってい
る。全国の自治体は約3000程あるが、
常備消防の組合の数約1000が広域合
併の目安になると本で読んだことがあ
る。三原では１市５町となるが、現在
その関係は大変良好である。甲山町長
も合併は三原広域で考えるべきだと言
う談話を出している。また瀬戸田との
関係も昔から強い結び付きがあり、橋
となるとやはり長い年月が必要となる
が、大きな可能性であることにはまちが
いない。
また東広島、竹原、三原の３広域で

生き残りへの協議を重ねている。空港
を核とした広域同志の連携を、今後も
積極的に推進する。
広域合併は、昭和の大合併（昭和28

年－32年）のような上からの線引きで
はなく、住民と行政が協力して行うも
のであり、国や県も「合併促進」を前面
に出してサポートしようとしている。

大きな可能性
であるのは
まちがいない
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第1 8回耐寒歩行ラリー
が、１月31日夜から２月１
日朝にかけて、三原市～安
芸津町間の国道185号で行
われました。（社）三原青年
会議所は、例年の救護パト
ロールの他、今年は須波ハ
イツ付近でのチェックポイ
ントを担当、また甘酒のサービ
スはラリー参加者に喜んでいた
だきました。このチェックポイ
ントでは須波～高根島・生口島
を結ぶ三原･瀬戸田架橋（仮称）

の早期実現に向けPRを行い、
来年度開通する「瀬戸内しまな
み海道」と広島空港とを直接つ
なぐフライトロードの必要性を
訴えました。

――いじめ問題や凶悪犯罪の低年齢化
など、青少年教育は、今大きな岐路に
たっていると言われている。（社）三原
青年会議所では、三原に愛着と誇りを
持ち、将来三原で活躍をしてくれる子
ども達の育成が必要だと考えている。
青少年育成に関しての市長の思いは？
市 長
子どもを健やかに育てるということ
は、家庭での自己責任によるところが
大きいと思う。また地域で育てるとい
う面が希薄になっているのかもしれな
い。地域の人達が、子ども達にまちの
歴史や文化を教えるということが大切
なのだろう。その事が三原に愛着を持
ち、三原にかえってきてくれる子ども
達の育成につながると思う。

家庭と地域の
教育力の低下

――やっさ祭りも今年で23回目を迎え
る。明るい話題の少ない時勢だからこ
そ、祭りを盛大に行いたいのだが、予
算面で大変苦しいのが実情だ。市から
の資金援助を期待したい。また社会的
弱者の方々にも祭りに参加して頂くた
めに、当日のサン・シープラザの利用
についても協力してもらいたい。
市 長
祭りは本来市民のものであり、行政
の立場からは、祭りは側面から協力す
るのが本来であろう。今の市の財政情
況ではこれ以上の資金援助については
厳しいものがある。市民の皆さんで工夫
をして盛り上げていただきたい。当日
のサン・シープラザの利用については支
障のない範囲で十分活用して下さい。
――やっさ祭りには、伝統文化の継承
はもちろん、社会的弱者の自己実現の
場など様々な意味あいがあると思う。
祭りのスタッフは、皆手弁当、ボラン
ティアでやっている。行政は市民との
交流を考えるなら、市役所の方々も勤
務時間外でボランティアとして協力し
てもらいたい。
市 長
その事については、かねがね市役所
でも言っている。そうしたボランティ
ア活動へ参加することで、三原市民の
本当の声を聞くことが出来ると思う。

これ以上の資金
援助は厳しい…

BIRD EYE

「
市
役
所
の
方
々
も
勤
務
時
間
外
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
ほ
し
い
」

「市民と行政が直接交流することは
とても有意義なことだ」

ペットボトルは、三原市の場合、主に焼却処分され一部は
埋め立てゴミになっています。ペットボトルは低温で燃やす
と猛毒のダイオキシンを発生させるおそれがあります。
美しい地球を未来の子どもたちに残すためゴミの分

別収集の早期実施、そして再資源化→再利用が促進さ
れるよう活動してまいります。

耐寒歩行ラリー
開催される！

PET（ペット）ボトルの
「ペット」とは、ポリエチレ
ンテレフタレートというプ
ラスチックの種類を意味し
ています。
軽くて丈夫で衛

生的なペットボト
ルは、飲料や調味
料の容器として急
速に普及しました。
近年、わが国で

も使用済みペットボトルを
リサイクルする技術が発達
し、一部の自治体では分別
回収が始まっています。ま
た、リサイクルできるペッ

トボトルにはPET以外の材
質でできたプラスチックボ
トルと簡単に区別がつくよ
うに、マークが付けられて

います。
回収されたペット

ボトルは、洗浄→異
物除去→粉砕→再洗
浄などのプロセスを
経て、主にフレーク
状のPET樹脂に再

生されています。再生PET
樹脂は作業服やスキーウェ
アのつめ綿、カーペットの
裏地などに利用されます。

環境に優しいまちづくり委員会委員長　上田隆政

たったの2%
知っていますか

ペットボトル
の回収率

ペットボトル

豆知識

気づきましたか？
この看板!!


